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横の問題
１　琵琶の音をこうとも言います
２　（曲名）中国の天狗の首領が日本にやってきて法力の前に退却する曲
３　恋重荷専用の後シテの面は「○○○○○尉」
４　天橋立の謂れを語る龍神が後シテの脇能
５　大鼓や小鼓、太鼓に使われている麻紐の名前は？
６　能楽は江戸時代に正式な儀式に用いられる芸能でした。これを何という？
７　綾鼓の舞台となった地名
８　能装束に入れる金の糸のこと
９　漢字では「海松藻」と書きます。
10　水無月祓でカケリの前の謡「木綿四手かくる。○○○川」
11　源義朝が長田を頼った場所。「○○の内海」（朝長の謡）
12　鉄輪の後シテの着付けの柄の名称は？

縦
の
問
題

一
　
玄
象
に
て
琵
琶
の
音
は
黄
鐘
、

で
は
板
屋
を
叩
く
雨
の
音
は
？

二
　
鞍
馬
天
狗
や
車
僧
な
ど
天
狗
物
に
使
う
能
面

三
　
シ
テ
方
の
従
者
の
別
名

四
　
邯
鄲
や
唐
船
で
舞
う
舞
の
名
称

五
　
面
打
師
、

河
内
が
所
属
し
た
の
は
「

近
江
○
○
家
」

六
　
（

曲
名
）

恋
を
し
た
男
は
き
れ
い
な
布
を
巻
い
た
木
を
女
の
家
の
軒
先
に
置
き
ま
す
。

七
　
井
筒
や
松
風
は
「

○
○
の
名
曲
」

八
　
禅
師
曽
我
の
シ
テ
　
「

○
○
○
○
禅
師
」

九
　
（

曲
名
）

六
条
御
息
所
が
光
源
氏
と
の
思
い
を
語
る
。

十
　
玄
象
で
老
翁
が
琵
琶
の
音
を
聞
く
た
め
に
板
屋
に
敷
い
た
の
は
？

十
一
　
道
成
寺
の
大
き
な
見
所
　
「

○
○
拍
子
」

十
二
　
熊
野
が
花
見
の
為
に
乗
っ

た
の
は
「

花
見
○
○
○
」

能楽クロスワード 一問目（初心者向け？）
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能楽クロスワード　一問目（上級者向け）

縦
の
問
題

一
　
板
屋
を
叩
く
雨
の
音
は
？

二
　
天
狗
物
に
使
う
能
面

三
　
シ
テ
方
の
従
者
の
別
名

四
　
天
仙
、
異
相
の
老
人
が
舞
う
舞
の
名
称

五
　
河
内
が
所
属
し
た
の
は
「

近
江
○
○
家
」

六
　
（
曲
名
）
鸚
鵡
盃
之
舞
と
い
う
小
書
き
が
あ
り
ま
す
。

七
　
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
。

八
　
曽
我
兄
弟
で
寺
に
い
る
の
は
？
「

○
○
○
○
禅
師
」

九
　
（
曲
名
）
昔
も
あ
っ

た
あ
お
り
運
転
。
こ
れ
を
根
に
持
っ
て
ま
す
。

十
　
一
調
子
に
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
？

十
一
　
桧
垣
、
草
紙
洗
、

住
吉
詣
、
共
通
す
る
の
は
「
○
○
拍
子
」

十
二
　
露
地
の
白
牛
が
引
い
て
い
る
の
は
？

横の問題
１　「ばらり、からり、からり、ばらり。」何の音
２　慢心の輩を誘引しに来たのは？
３　恋重荷の後シテの専用面は「○○○○○尉」
４　脇能　トメの謡が　「逆巻く汐の廻ると共に。引かれて波にぞ。入りにける」
５　大鼓や小鼓、太鼓に使われている麻紐の名前は？
６　能楽は江戸時代に正式な儀式に用いられる芸能でした。これを何という？
７　屋島ロンギ「○○○〇殿にあらばこそ」
８　鵜飼の老人が汚さなかったもの
９　飢えているから刈って欲しいのではありません。
10　水無月祓でカケリの前の謡「木綿四手かくる。○○○川」
11　源義朝が長田を頼った場所。「○○の内海」
12　鉄輪の後シテの着付けの柄



ば ち お と ぜ が い

ん お も に あ く く せ の と

し ら べ し き が く き の ま る

き ん し き み る め み

み そ ぎ の ま さ や が た

能楽クロスワード 一問目（答え）


